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甲斐市議会バイオマス産業都市構想特別委員会会議録 
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 ２．招 集 場 所    甲斐市役所委員会室Ａ 
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         斉 藤 芳 夫 君          米 山   昇 君 
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         保 坂 芳 子 君          樋 泉 明 広 君 

 

欠席委員（１名） 

         三 浦 進 吾 君 

 

傍聴議員（１名） 

   議  長  小 浦 宗 光 君 

──────────────────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市 長 保 坂   武 君 副 市 長 飯 室   崇 君 

生活環境部長 小田切   聡 君 環 境 課 長 中 込 広 人 君 

──────────────────────────────────────────── 

職務のために出席した者の職氏名 
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議会事務局長 岩 下 和 也   書 記 輿 石 文 明   

書 記 小 澤 裕 一     

 

審査内容 

１ 木質バイオマス発電事業の経過について 

２ その他 
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開会 午後 ２時３２分 

 

○書記（小澤裕一君） 改めまして、こんにちは。 

  本会議から引き続いてのご参集大変お疲れさまです。 

  これよりバイオマス産業都市構想特別委員会を開会いたします。 

  初めに委員長よりご挨拶をいただき、引き続き、委員長の進行により議事を進めてまいり

ます。 

  それでは、内藤委員長、よろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 本会議終了後、非常にお疲れのところ、特別委員会にご参集をいた

だきまして、まことにありがとうございます。 

  また、きょうは市長を初め、執行部幹部の皆さんにもご出席いただき、まことにありがと

うございます。 

  この会議を開催するに当たりましては、既に皆さんご承知のとおり、発電事業に関する特

別会社の設立等を含めて、12月末日という日程が区切られている中で、その状況等につい

て、市長を含めた中でご説明をいただき、また、今後の方針等についても触れていただいて、

このバイオマス産業都市構想を特に発電事業について、皆さんとともに進めていきながら、

また、考えていきたいというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

  ただいまの出席委員は20名です。定足数に達しておりますので、これよりバイオマス産

業都市構想特別委員会を開会いたします。 

  なお、三浦委員は欠席の旨の連絡がありましたのでご報告をいたします。 

  本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（内藤久歳君） 本日の委員会は、お手元に配付した次第のとおり進めたいと思いま

す。 

  また、質疑は委員の質疑を受けた後に傍聴議員の質疑を受けたいと思います。 

  これより、次第の３、内容に入ります。 

  (１)木質バイオマス発電事業の経過について、保坂市長より説明を求めます。 
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  保坂市長。 

○市長（保坂 武君） 12月定例会市議会につきましては、長期間にわたり、ご協力ありが

とうございました。 

  本日もまた大変ご苦労さまです。 

  また、ご心配をおかけしておりました件につきまして、経過報告をさせていただきたいと

存じます。 

  木質バイオマス発電事業の事業予定者による特別目的会社、いわゆるＳＰＣですが、の設

立に向けた取り組みにつきましては、昨年、平成28年３月以降大手ゼネコンと株式会社パ

スポート及びふるやグループにおいて、協議を進めてまいりましたが、融資条件に関する対

応等の見解に相違がありまして、協議が調わなかったことを理由として、この３者によるＳ

ＰＣ設立につきましては、本年、平成29年６月27日に不成立になったところであります。 

  したがって、７月11日に開催いたしましたバイオマス産業都市構想特別委員会において、

ご報告をしたところであります。 

  その後、本市では甲斐市バイオマス産業都市構想の実現に向け、構想の中核となる木質バ

イオマス発電事業の取り組みを推進するため、本年12月末をＳＰＣ設立期限と設定する中

で、ふるやグループ及び株式会社パスポートにおいてパートナー企業を模索していたところ、

東証１部上場企業２社が前向きな姿勢を示し、そのうち１社と詳細な協議を進めており、こ

のことも含め、ＳＰＣ設立に向けた進捗状況につきましては、平成29年10月23日のバイオ

マス産業都市構想特別委員会において、担当から報告をさせていただいたところであります。 

  そのような状況の中で、本年12月末までのＳＰＣ設立に向けて企業間における協議や調

整を行っておりましたが、現段階では事業者も苦慮している面を私どもも判断する中で、年

明けには一定の方向性を見出す予定である旨を昨日の一般質問におきましても答弁をしたと

ころであります。 

  ところが、昨日の午後になりまして、13日、昨日ふるやグループ及び株式会社パスポー

トから東証一部上場企業は発電事業に前向きな考えを持っているものの、今月中に企業とし

ての方針決定ができないとのことでありまして、12月中のＳＰＣ設立のめどが立たない状

況であるとの報告があったところであります。あわせて、来年２月までの期限延長の申し入

れがあったところでもあります。 

  この報告を受けまして、本市といたしましてはこれまでの経過を踏まえ、バイオマス産業

都市構想特別委員会において、ご報告をしておりましたが、12月末までのＳＰＣ設立がで
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きない状況であり、再延長した場合におきましても確実に成立する見通しもないことから本

協議を取りやめますというふうな意向であります。 

  繰り返しますが、本日ご理解をいただければ、東証一部上場企業とふるやグループ及び株

式会社パスポートの３者による事業体との協議を取りやめる方向で検討してまいりたいと考

えております。 

  今後におきましては、まず、木質バイオマス発電事業は国の認可をまず受けました甲斐市

バイオマス産業都市構想に位置づけた資産でありまして、あわせて、甲斐市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略の施策の一つでもある戦略的な取り組みであります。 

  バイオマス産業都市構想は本市にとっても有益な事業であり、本市の課題解決にもつなが

る重要なプロジェクトであります。このため、引き続き本事業の実現に向けて取り組んでま

いりたいと考えており、また、早期事業化に向けて鋭意努力してまいる所存であります。 

  つきましては、本事業の課題であります発電事業予定者の選定を初め、今後の事業方針等

につきましては、引き続き本特別委員会に諮ってまいりますので、ご理解、ご協力をお願い

を申し上げる次第であります。 

  以上です。 

○委員長（内藤久歳君） ありがとうございました。 

  ただいま市長から経過説明と今後の見通し等について説明がございました。 

  これから質疑を受けたいと思います。 

  何か質疑ございますか。 

  横山委員。 

○委員（横山洋介君） 市長のご説明、本当にありがとうございました。 

  終わってしまったことは仕方がないので、今後、特に具体的に、方針がまだ決まっていな

いとは思うんですが、どういった流れで、方向性で考えているかというのを、もう一つ詳し

くお聞かせください。 

○委員長（内藤久歳君） 保坂市長。 

○市長（保坂 武君） 大変ご心配をおかけしているところですが、この間、昨日はそういう

状況で来て、まだ来年２月ぐらいまで重役会議、そういうものを通したいというふうなこと

のようですが、私どものほうではもう待てないということもございますし、いわゆる呼ばれ

ているスーパーゼネコンという感がするわけですけれども、やり方にまた違う方法もあると

いうふうに新たな考え方もありまして、若干模索後、この12月末までにはしたいというふ
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うな考え方も持っておりますので、また、それが新たな方向で行ければというふうなことで、

先行きが見えてきたら、また委員会へご報告をしたいというふうな方向で引き続き努力はし

ていきたいと。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。 

  斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 今、市長がまた新たな方向を模索してという話の中で、この12月の

半ばまで来て、年内中にというふうに期限を切ったようなお答えだったんだけれども、余り

早急にそういうふうに答えを出さなくてもというような気がするんだけれども、どんなふう

に思いますかね。もっとじっくり腰を据えて、長い事業なので、という気がするんですけれ

ども。 

○委員長（内藤久歳君） 保坂市長。 

○市長（保坂 武君） ありがとうございます。 

  こちらも余り延ばすことはと思っていましたので、年を越えてもとはご理解をいただけれ

ば、なおいいことであります。 

  ３月ごろまで、この通産省、東電の関係とか認可もいただいていることや通産省、経産省、

売電関係のこともあったりとか、いろいろな面はクリアして、森林組合も早くやってくれと

いうふうなこともあったり、したがって、ふるやグループがチップをつくることも議員の皆

さん方も視察していただいたと思いますが、静岡へ持っていくよりか山梨で近くでも使って

もらうほうがいいとかというふうなことを法的に考えていくと、何かやっていかなければと

いう目標も持たせていただいて、できるだけよい方途を考えていきたいと、こんなふうに考

えておりますので、期限につきましては、年越し後もよろしくお願いをしたいと存じます。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  傍聴議員、ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 質疑がないようですので、以上で木質バイオマス発電事業経過につ

いてを終了いたします。 

  次に、（２）その他に入ります。 

  バイオマス関連で環境課よりその他報告等がありましたらお願いいたします。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ないようですので、次に、委員よりその他ありましたらお願いいた

します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 事務局より何かありましたらお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 以上をもちまして本日の日程は全て終了いたしました。 

  これをもちましてバイオマス産業都市構想特別委員会を閉会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午後 ２時４５分 


